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ユ拍
情報・知識の組織化へ向けて
長田秀一
1．研究の背景
図書鯨情報学は、図書館や情報システムにおける情報の蓄積・組織化・
サービスを扱う。しかし、サービスの理念に関しては、これまであまり関
心が寄せられてこなかった。特に、資料組織が関わるテクニカルサービス
は、外部への委託が進み、その専門性や教育の在り方が問われている。重
要なのは、テクニカルサービスを支える確固とした理論を構築していくこ
とである。
2．基本スタンス
・これまでの組織化は、図書館で受け入れた内部の資料のみを対象とし、
主として媒体（メディア）を組織化することにあった。
・Webドキュメントをはじめとする外部のインターネット情報資源の
組織化は、媒体の組織化ではなく、それ自体が情報や知識の組織化で
ある。
・図書館や情報システムを知識の共有や意味の構築を支援するコミュニ
ケーション・システムあるいは「場」と考え、電子環境下における資
料組織化の在り方を「利用者志向」の視点から捉える必要がある。
＊従来の「システムアプローチ」によるシステム設計、サービスの提供、
更に電子図書館構想は転換が必要。
＊情報・知識を提供するというのはどういうことか。
＊そもそも、情報や知識をどのように捉えたらよいか。
＊コミュニティや社会において情報や知識をどのように活用していけば
よいのか。
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長　畠　秀　一
＊人間は五感を介して様々な情報を受け入れ、処理し、行動しており、
情報なくしては生きていけない。
＊情報に形を与えているのが、文字、記号、絵、映像、音声などである。
この媒体に担われた「情報」の意味を創り出しているのは脳である。
＊文字の発明によって人間は脳内の記憶を外在化した。脳は高度な情報
処理システムで、環境（媒体）から意味を抽出し、組織化し、個人の
概念体系を構築する。
＊知識は人間の脳内での記憶（表現）であり、知識の組織化や提供もわ
れわれの認知構造に即して、人間が理解しやすい形で行うのが望まし
い。
＊人間の情報処理、特に記憶構造を基に、認知的・社会的な観点から今
後の知識組織化の方向性を検討する必要がある。
・環境からの情報・刺激（I）が感覚器官を介して取り込まれると、特
定の情報・刺激が選択される。その際、脳内の新皮質は情報・刺激
のパターン同士に関連性を見つけ、次に発生するパターンが予測で
きると、ラベルをつけ（概念：C）記憶を形成する。それが知識状態
（K）となる。学習や経験によって知識状態（K）は絶えず修正され
変化していく。
情報・刺激（I）→　選択　→　　パターン（特徴詳）
†　　　　　　1
（特徴の分析）　　ラベル付け・概念（C）
t　記憶の形成
知識状態（K）
・組織化とは、知識が有効活用される仕組みを設計していくことで、人
間を中心に据えて社会環境をデザインすることである。
3．図書館を取り巻く環境の変化
インターネットの普及によって、情報探索行動が大きく変化している。
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図書館を介せずに、インターネットを利用して直接情報を入手するのが一
般的になりつつある。図書館は「知の宝庫」と呼ばれてきたが、今やその
役割をインターネットにあけ渡そうとしている。
①学習スタイルの変化
・インターネット自書によると、わが国のインターネット人口は8227万
人にのぼる。
・大学生に限らず、高校生や中学生、さらには小学生までもが情報の入
手手段として検索エンジンを利用しており、今や検索エンジンは、教
室内外での学習ツールとして重要な役割を果たしている。
・インターネットによる情報収集の利点は、新しい情報が何時でもどこ
からでも容易に入手できる点にある。
（参仕事のスタイル
・われわれは、時間の70％を必要な情報を見つけるために費やしている
といわれる。
・膨大な情報が絶えずオンラインで提供される環境になり、われわれは
流し読みなどして、これら膨大な情報を処理し、物事を深く考えない
傾向にある。
・問題解決に際しても熟考するのではなく、反復的な行動でものごと
を解決する傾向にある。これは「継続的な部分的アテンション（注
意）」と呼ばれる。
③インターネットの影響
・インターネットの普及で、知識やアイデアの共有が容易になり、グ
ローバル化や「フラット」化が進行している。
・インターネットの世界では、不特定多数の人々こそ、専門家たちより
も優れた知恵を生み出す力があるとする考えがある。
・様々な知識を皆で分かち合う「集合知」がインターネット上で実現可
能で、その代表例がオンライン百科事典の「Wikipedia」である。
・サービスの個人化（パーソナル化）が進んでいる
月6
長　田　秀　一
・現在の図書館サービスやインターフェースのままではGoogleや
Amazonと対抗していくのは難しい。
・利用者サービスのアプローチを根本的に改める必要がある。
・オンライン時代における図書館の役割とは何か。
・図書館は他の情報提供検閲とどのように共存していくのか。
・そもそも図書館は急速に変化し続ける社会においてなくてはならない
社会的横間なのか。
4．図書館の機能・役割
（9図書館の役割
図書館（公共）の役割は、種々の情報源へアクセスすることを保証し、
伝達する社会的検閲であるが、次のような課題を抱えている。
・図書館目録では図書館内の資料しか探せず、外部の情報は探せない。
・利用者は、図書館目録よりもGoogleを好んで使用しており、図書館目
録の使い勝手を向上させていく必要がある。
・図書館目録（OPAC）の概念や権能には限界があり、知識のナビゲー
ト手段あるいは知識の発見手段としての新たな図書館目録が求められ
る。
・利用者は、検索エンジンは未知の情報を発見するため、図書館日録は
既知の情報を入手するためと使い分けている。将来的には、OPACと
検索エンジンとの融合が進む。
・物理的な「場」としての図書館機能を再考し、参加型の図書館を検討
する必要がある。
（塾今後の図書館
利用者の情報ニーズを満たしていくには、なんらかの形で電子形態の情
報に頼らざるをえない。これは「ハイブリッド図書館」が目指す姿である。
・ハイブリッド図書館は、従来の印刷物資料に加え、各種の電子情報源
を最大限に活用しサービスを展開していく。
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・個人化された図書館サービスはマイライブラリー（MyLibrary）と呼
ばれ、「図書館が提供する様々な情報やサービスを統合したシステ
ム」で、ワン・トー・ワン・サービスの一種として捉えられる。
・Web2，0を応用した図書館サービスモデルを総称して「Library2．0」と
呼ぶ。Library2，0では、物理的な場であれネット上の仮想空間であれ、
人々が集い知識（意味）を共有する「場」の構築ができる。
5．社会情報学
社会情報学（socialin血・matユCS）は、情報技術が社会・組織に与える影
響や効果的な情報技術の応用を主に研究する学問である。
・社会学、人類学、コンピュータ科学、情報システム学、コミュニケー
ション学、図書館情報学等の領域からなる。
・目的は、社会や組織の変化における情報技術の役割、社会的文脈での
情報技術の利用、情報システムの設計・開発・施行の方法を探ること
にある。
技術
相互作用の特性
（政策・社会・経済・内容）
文化
（社会・集団等）　　　　（価値観等）
・記録メディアの蓄積・保存とともに発達してきた図書館は、図書鮨資
料という「モノ」の蓄積、保存、検索、提供を前提としてきた。
・印刷メディアから電子メディアへの移行は、静的なモノの管理を前提
とした従来の組織化に再考を迫っている。
・図書館がより広い観点から図書館機能を実現していくには、資料組織
化が、図書館資料という「媒体」を組織化するレベルから、情報や知
識の組織化といった内容レベルの組織化をH指すことで、印刷メディ
アから電子メディアへの変化に対応していく必要がある。
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長　日　秀　一
・ハイパーテキストをダイナミックな知識活用の「場」を構築していく
ツールとして用い、「社会デザイン」へ応用する。
6．知識組織化とその研究領域
電子メディアの組織化は、それ自体が情報や知識の組織化となる。オン
トロジーはある分野の主題分析、分類、目録、索引作業を機能的に分析・
記述する手段として、またシソーラス、分類表、件名標目表の構築におい
て概念間の分析に役立つ。
・オントロジーは人間の知識構造を示した一種の認知地図（知識図）で、
概念検索の手段となる。
・オントロジーがシソーラスや他の辞書と大きく違うのは、推論機構が
組み込まれる。
犬
・インターネットの進展により、各種の情報資源がメタデータとして提
供されつつあり、図書館目録もメタデータの一部として捉えられてい
る。
・Web情報に関しては、情報生産者が直接メタデータを作成し、作品
に組み込むことが一般的となる。
・情報組織化といった図書館の伝統的スキルのいくつかは、セマン
ティツタウェブに組み込まれるとの見方もある。
・メタデータやオントロジーによって情報の相互利用の拡大をめざすセ
マンティツクウェブは、図書館での知識組織化と密接な関係がある。
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・セマンティツタウェブの影響の第一は、学習や研究における情報管理
や相互作用を強化することにある。
・膨大な情報を自動的に収集、整理し、興味を同じくする人たちと情報
を共有することで、効率的な情報活用が可能となる。
・e一ラーニングの分野では、メタデータによって、学習者一人ひとりに
適切な学習資源を捷供することが可能になる。
7．今後の図書館倹
・図書館は人類の記録された知識を後世に伝えるという社会的な役割を
担っている。われわれは長い間、文字を通してものを考え記録し伝達
してきたが、種々のマルチメディア情報が普及しつつある状況下にお
いても、文字は中心的な役割を果たして行くものと思われる。
・図書館の基本が記録された文字情報の集積にあったように、記録され
た情報の豊かで確固とした情報基盤を築くことが今後の図書館を考え
る上でも重要である。
・電子図書館はある意味では効率性の追求である。一方図書館に所蔵さ
れている本の世界は、デジタル情報にはない直感やイメージの世界を
提供してくれる。
・図書館の役割は、印刷文化とデジタル文化をうまく融合させた調和の
とれた「新たな文化を創造」していく「場」として機能していくこと
にある。
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